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5.橋梁長寿命化修繕計画の策定 

5.1.橋梁マネジメントの流れ 

橋梁の維持管理業務基本的なフローを図-5.1に示す。図中、青色で着色した項目が橋梁マネジメ

ントシステム（北海道Web版 BMS）を利用する部分である。 

 

 

図－5.1 橋梁マネジメントの流れと検討課題 
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5.2.橋梁の維持管理区分と補修優先順位 

本業務においては、表-5.1 表-5.2 に示す管理水準に準拠してグルーピングを行った。 

 

表-5.1 橋梁のグルーピング 

 

表-5.2 管理水準の設定 

 

 

さらに各橋梁グループに対して、以下の考え方に基づき維持管理区分を設定した。 

 

表-5.3 維持管理区分の設定 
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6.ライフサイクルコストの算定手法 

6.1.ライフサイクルコスト算定の基本的考え方 

ライフサイクルコスト（LCC）の算定は、以下に示す考え方に基づき実施する。 

・LCCは設定した評価単位ごとに計算を行う。 

・各部材に対する補修工法・補修工費は、点検健全度ランクごとに代表的な工法および標準的な単

価を設定する。 

・LCCには、劣化予測に基づき計算される補修費用に加え、以下の費用も計上する。 

 ＞橋面工、落橋防止装置、その他施設に係る維持管理費用 

 ＞支承周りの清掃等、部材の延命化につながる維持費用 

 ＞定期点検に係る費用 

・LCC計算期間は、減価償却資産の耐用年数を参考に 60年を基本値とし、任意に値を設定でき

るものとする。ただし、60年は財産管理上の耐用年数であり、構造物の物理的耐用年数を表すも

のではない。 

・社会的割引率については、値を任意に設定できるものとする。本業務においては 0％とする。 

・補修後の健全度は、すべて 100％回復（健全度 5に回復）するものとし、その後の劣化速度を

補修工法の内容に応じて変化させるものとする。 

 

6.2.補修計画案の設定 

個別橋梁の LCCが最小あるいは最適となる補修計画を検討するために、橋梁ごとに複数の補修計

画案を設定する。補修工法のメニューは、長寿命化を図ることができる工法を考慮する。 

 

表-6.1 補修案例と設定方法 
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6.3.補修補強工法および単価の設定 

最初に、各点検健全度に対して採用する標準的な補修補強工法を対象部位ごとに設定する。現状の

点検手法を考えた場合、損傷の劣化要因をとくていすることが困難であるため、劣化要因ごとの代

表的補修補強工法に基づいて、対象部材ごとに採用する補修補強工法(案)を設定した。 

補修対象としては、点検健全度 4のような軽微な損傷段階での補修が多くないため、点検健全度 3

以下について考えることとする。 

各対象部材について、補修補強単価（案）を以下に示す。金額は直接工事費である。 

 

(1)コンクリート桁（PC桁、RC桁） 

表-6.2 適用可能な補修工法と標準単価 コンクリート桁 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

コンクリート桁

（床版橋の床版部

を含む） 

断面修復工 620.0 千円／㎥  

ひび割れ注入工 10.0 千円／㎡  

炭素繊維圧着工（2層） 52.0 千円／㎡  

表面被覆工 11.0 千円／㎡  

表面含浸工 4.0 千円／㎡  

床版防水工（床版橋に適用） 6.8 千円／㎡  

上部工取替え 333.0 千円／㎡  

足場工（桁補修用） 5.2 千円／㎡  

 

 

(2)鋼桁（PC桁、RC桁） 

表-6.3 適用可能な補修工法と標準単価 鋼桁 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

鋼桁 

塗装塗替え工（Rc－Ⅲ） 3.5 千円／㎡  

塗装塗替え工（Rc－Ⅰ） 8.0 千円／㎡  

当て板補強 104.0 千円／箇所  

上部工取替え 343.0 千円／㎡  

足場工（桁補修用） 5.2 千円／㎡  
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(3)コンクリート床版 

表-6.4 適用可能な補修工法と標準単価 コンクリート床版 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

コンクリート床版 

床版防水工 6.8 千円／㎡  

床版複合防水工 8.2 千円／㎡  

上面増厚工 31.0 千円／㎡  

断面修復工 620.0 千円／㎡  

ひび割れ注入工 10.0 千円／㎡  

炭素繊維接着工（2層） 52.0 千円／㎡  

床版取替え工（プレキャスト床版） 87.0 千円／㎡  

足場工（床版補修用） 5.2 千円／㎡  

 

 

(4)鋼床版 

表-6.5 適用可能な補修工法と標準単価 鋼床版 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

鋼床版 

塗装塗替え工（Rc－Ⅲ） 3.5 千円／㎡  

塗装塗替え工（Rc－Ⅰ） 8.0 千円／㎡  

当て板補強 104.0 千円／㎡  

上部工取替え 343.0 千円／㎡  

足場工（床版補修用） 5.2 千円／㎡  

(5)下部工（コンクリート製） 

表-6.6 適用可能な補修工法と標準単価 下部工（コンクリート製） 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

下部工 

（コンクリート製） 

断面修復工 620.0 千円／㎥  

ひび割れ注入工 10.0 千円／㎡  

炭素繊維接着工（2層） 52.0 千円／㎡  

表面被覆工 11.0 千円／㎡  

表面含浸工 4.0 千円／㎡  

RC巻立工 50.0 千円／㎡  

足場工（枠組足場） 1.4 千円／㎡  
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(6)下部工（鋼製） 

表-6.7 適用可能な補修工法と標準単価 下部工（鋼製） 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

下部工 

（鋼桁） 

塗装塗替え工（Rc－Ⅲ） 3.5 千円／㎡  

塗装塗替え工（Rc－Ⅰ） 8.0 千円／㎡  

当て板補強 104.0 千円／箇所  

足場工（枠組足場） 1.4 千円／㎡  

 

 

(7)支承 

表-6.8 適用可能な補修工法と標準単価 支承 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

支承 

金属溶射（鋼製） 100.0 千円／㎡  

交換（鋼製からゴム製） 819.0 千円／㎡  

金属溶射（鋼製部位） 100.0 千円／箇所  

足場工（支承取替用） 5.8 千円／㎡  

 

 

(8)伸縮装置 

表-6.9 適用可能な補修工法と標準単価 伸縮装置 

部 位 補 修 工 法 補修単価 単 位 備 考 

伸縮装置 
伸縮装置非排水化 100.0 千円／ｍ 適用：鋼製 

伸縮装置取替え 246.0 千円／ｍ  
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6.4.補修補強数量の設定 

部分的に補修を行うケースが多い「断面修復工」「部分的塗装塗替工」については、全桁下面積

の 20~30％程度の範囲を補修対象としている。ここで、補修対象数量は該当部材を一律対象として

おり、損傷規模を個別部材毎に考慮するものではない。つまり、局部的な損傷も全体的な損傷も関

係なく補修数量が設定される。 

 

(1)コンクリート桁 

表-6.10 補修数量と標準工法の設定 コンクリート桁 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

断面修復工 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長×0.05×0.2 ㎥ 

※2 2 〇 全幅員×支間長×0.1×0.3 ㎥ 

1  全幅員×支間長×0.1×0.4 ㎥ 

ひび割れ注入工 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長×0.2 ㎡ 

※3 2 〇 全幅員×支間長×0.3 ㎡ 

1  全幅員×支間長×0.4 ㎡ 

炭素繊維接着工（2層） 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

表面被覆工 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

表面含浸工 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2 〇 全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

床版防水工 

（床版橋に適用） 

3 〇 

床版橋 

全幅員×支間長 ㎡  

2 〇 全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

上部工取替え 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1 〇 全幅員×支間長 ㎡  

足場工 

（全面吊足場補修用） 
－ 〇 共通※1 全幅員×支間長 ㎡  

※1：床版橋、T桁橋、箱桁橋、その他 

※2：健全度に応じて全桁下面積の 20％（深さ 5cm）、30％（深さ 10cm）、40％（深さ 10cm）の範囲実施 

※3：健全度に応じて全桁下面積の 20％、30％、40％の範囲実施 
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(2)鋼桁 

表-6.11 補修数量と標準工法の設定 鋼桁 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

塗装塗替え工 

（RC－Ⅲ） 

3 〇 

共通※1 

構造形式別塗装面積※2×0.25 ㎡ 

※3 

2  構造形式別塗装面積※2 ㎡ 

1  構造形式別塗装面積※2 ㎡ 

塗装塗替え工 

（RC－Ⅰ） 

3  

共通※1 

構造形式別塗装面積※2×0.25 ㎡ 

2 〇 構造形式別塗装面積※2 ㎡ 

1  構造形式別塗装面積※2 ㎡ 

当て板補強工 

3  

共通※1 

主桁本数 箇所 

※4 2  主桁本数 箇所 

1  主桁本数 箇所 

上部工取替え 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1 〇 全幅員×支間長 ㎡  

足場工 

（全面吊足場塗装用） 
－ 〇 共通※1 全幅員×支間長 ㎡  

※1：Ｉ桁、Ｈ形鋼、箱桁、トラス、アーチ、ラーメン 

※2：構造形式別の塗装面積の計算式（下表参照） 

※3：点検健全度 3では部分塗装塗替え（25％）、点検健全度 2，1の場合、全面塗装塗替えを想定 

※4：各主桁の端部が腐食し、当て板補強することを想定 

 

構造形式別塗装面積※2を表-6.12に示す。 

表-6.12 構造形式別塗装面積 鋼桁 

構造形式 単位 数量計算式 備考 

Ⅰ桁 ㎡ (桁高×2＋フランジ幅×3)×支間長×主桁本数×α 1),2 

Ｈ形鋼 ㎡ (桁高×2＋フランジ幅×3)×支間長×主桁本数×α 1),2) 

箱桁 ㎡ (桁高×2＋フランジ幅)×支間長×主桁本数×α 2) 

トラス ㎡ 平均塗装面積×全幅員×支間長 3) 

アーチ ㎡ 平均塗装面積×全幅員×支間長 3) 

ラーメン ㎡ 全幅員×支間長  

斜張橋 ㎡ 全幅員×支間長  

1)フランジ幅が不明の場合、桁高/4（I桁の場合）、桁高（H形鋼の場合）と仮定する。 

2)係数αは、横桁・対傾構・横構等の塗装面積を考慮するための割増係数；α＝1.21 

3)平均塗装面積：トラス橋 4.1㎡／㎡（橋面積）、アーチ橋 2.8㎡／㎡（橋面積） 
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(3)コンクリート床版 

表-6.13 補修数量と標準工法の設定 コンクリート床版 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

床版防水工 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長 ㎥  

2 〇 全幅員×支間長 ㎥  

1  全幅員×支間長 ㎥  

床版複合防水工 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

上面増厚工 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

断面修復工 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長×0.05×0.2 ㎡ 

※2 2 〇 全幅員×支間長×0.05×0.3 ㎡ 

1  全幅員×支間長×0.05×0.4 ㎡ 

ひび割れ注入工 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長×0.2 ㎡ 

※3 2 〇 全幅員×支間長×0.3 ㎡ 

1  全幅員×支間長×0.4 ㎡ 

炭素繊維圧着工 

（2層） 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1  全幅員×支間長 ㎡  

床版取替え 

（プレキャスト床版） 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1 〇 全幅員×支間長 ㎡  

足場工 

（全面吊足場補修用） 
－ 〇 共通※1 全幅員×支間長 ㎡  

※1：コンクリート床版橋を除く各構造形式におけるコンクリート床版が対象 

※2：健全度に応じて全桁下面積の 20％（深さ 5cm）、30％（深さ 10cm）、40％（深さ 10cm）の範囲実施 

※3：健全度に応じて全桁下面積の 20％、30％、40％の範囲実施 
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(4)鋼床版 

表-6.14 補修数量と標準工法の設定 鋼床版 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

塗装塗替え工 

（RC－Ⅲ） 

3 〇 

共通※1 

全幅員×支間長×α※2×0.25 ㎡ 

※3 

2  全幅員×支間長×α※2 ㎡ 

1  全幅員×支間長×α※2 ㎡ 

塗装塗替え工 

（RC－Ⅰ） 

3  

共通※1 

全幅員×支間長×α※2×0.25 ㎡ 

2 〇 全幅員×支間長×α※2 ㎡ 

1  全幅員×支間長×α※2 ㎡ 

当て板補強工 

3  

共通※1 

主桁本数 箇所 

※4 2 〇 主桁本数 箇所 

1  主桁本数 箇所 

上部工取替え 

3  

共通※1 

全幅員×支間長 ㎡  

2  全幅員×支間長 ㎡  

1 〇 全幅員×支間長 ㎡  

足場工 

（全面吊足場塗装用） 
－ 〇 共通※1 全幅員×支間長 ㎡  

※1：各構造形式における鋼製床版が対象 

※2：係数αは、リブの塗装面積 

※3：点検健全度 3では部分塗装塗替え（25％）、点検健全度 2，1の場合、全面塗装塗替えを想定 

※4：各主桁の端部が腐食し、当て板補強することを想定 
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(5)下部工（コンクリート製） 

表-6.15 補修数量と標準工法の設定 下部工（コンクリート製） 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

断面修復工 

3 〇 

共通※1 

下部工補修面積※2×0.1×0.1 ㎥ 

※2 2 〇 下部工補修面積※2×0.15×0.3 ㎥ 

1 〇 下部工補修面積※2×0.15×0.4 ㎥ 

ひび割れ注入工 

3 〇 

共通※1 

下部工補修面積※2×0.2 ㎡ 

※3 2 〇 下部工補修面積※2×0.3 ㎡ 

1  下部工補修面積※2×0.4 ㎡ 

炭素繊維接着工（2層） 

3  

共通※1 

下部工補修面積※2 ㎡  

2  下部工補修面積※2 ㎡  

1  下部工補修面積※2 ㎡  

表面被覆工 

3  

共通※1 

下部工補修面積※2 ㎡  

2  下部工補修面積※2 ㎡  

1  下部工補修面積※2 ㎡  

表面含浸工 

3  

共通※1 

下部工補修面積※2 ㎡  

2  下部工補修面積※2 ㎡  

1  下部工補修面積※2 ㎡  

RC巻立て工 

（橋脚のみに適用） 

3  

共通※1 

下部工補修面積※2 ㎡  

2  下部工補修面積※2 ㎡  

1  下部工補修面積※2 ㎡  

足場工 

（全面吊足場補修用） 
－ 〇 共通※1 

橋台：橋台高さ×全幅員 

橋脚：橋脚高さ×全幅員×2 
㎡  

※1：各構造形式におけるコンクリート下部工（橋台、橋脚）が対象 

※2：下部工補修面積の計算式（下表参照） 

※3：健全度に応じて下部工補修面積の 20％（深さ 10cm）、30％（深さ 15cm）、40％（深さ 15cm）の範囲実施 

※4：健全度に応じて下部工補修面積の 20％、30％、40％の範囲実施 

 

下部工補修面積※2（下部工躯体 コンクリート製）を表-6.16に示す。 

表-6.16 下部工補修面積 下部工躯体（コンクリート製） 

下部工形式 単位 数量計算式 備考 

橋台 ㎡ 橋台高さ×（全幅員－1.0）  

橋脚 ㎡ 橋脚高さ×（全幅員－1.0）×2 橋脚は 2面 
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(6)下部工（鋼製） 

表-6.17 補修数量と標準工法の設定 下部工（鋼製） 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

塗装塗替え工 

（RC－Ⅲ） 

3 〇 

共通※1 

下部工補修面積※2×0.25 ㎡ 

※3 

2  下部工補修面積※2 ㎡ 

1  下部工補修面積※2 ㎡ 

塗装塗替え工 

（RC－Ⅰ） 

3  

共通※1 

下部工補修面積※2×0.25 ㎡ 

2 〇 下部工補修面積※2 ㎡ 

1 〇 下部工補修面積※2 ㎡ 

当て板補強工 

3  

共通※1 

4 箇所 

※4 2  4 箇所 

1  4 箇所 

足場工 

（全面吊足場塗装用） 
－ 〇 共通※1 

橋台：橋台高さ×全幅員 

橋脚：橋脚高さ×全幅員×2 
㎡  

※1：各形式における鋼製下部工（橋台、橋脚）が対象 

※2：下部工補修面積の計算式（下表参照） 

※3：点検健全度 3では部分塗装塗替え（25％）、点検健全度 2，1の場合、全面塗装塗替えを想定 

※4：当て板補強 4過疎を想定 

 

下部工補修面積※2（下部工躯体 鋼製）を表-6.18に示す。 

表-6.18 下部工補修面積 下部工躯体（鋼製） 

下部工形式 単位 数量計算式 備考 

橋台 ㎡ 橋台高さ×（全幅員－1.0）  

橋脚 ㎡ 橋脚高さ×（全幅員－1.0）×2 橋脚は 2面 
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(7)支承 

表-6.19 補修数量と標準工法の設定 支承本体 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

支承金属溶射 

3 － 

共通※1 

適用不可 － 

 2 － 適用不可 － 

1  桁本数 基 

支承取替え 

3 － 

共通※1 

適用不可 － 

 2 － 適用不可 － 

1 〇 桁本数 基 

足場工 

（支承取替え） 
－ 〇 共通※1 

橋全幅員×2×（橋台の場 1， 

橋脚の場合 2） 
㎡  

※1：鋼製、ゴム製の支承が対象 

 

 

(8)伸縮装置 

表-6.20 補修数量と標準工法の設定 伸縮装置 

補修工法 
点検 

健全度 

標準 

工法 

適用 

構造形式 
数量計算式 単位 備考 

伸縮装置非排水化 

3 － 

共通※1 

適用不可 － 

 2 － 適用不可 － 

1  全幅員－1 ｍ 

伸縮装置取替え 

3 － 

共通※1 

適用不可 － 
 

2 － 適用不可 － 

1 〇 全幅員－1 ｍ  

※1：鋼製、ゴム製の伸縮装置が対象 
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6.5.優先順位付け手法 

(1)各維持管理区分の補修補強方針 

全ての維持管理区分の橋梁において予防保全を実施することによりトータルコストの最小化が期待

できる。そのため、橋梁マネジメントシステムにより個別橋梁における最適な補修シナリオを選定

する際は、維持管理区分による補修補強方針の差別化は行わず、すべての維持管理区分の橋梁に対

して、予防保全も視野に入れた補修工法の選定を行うものとした。 

 

維持管理区分と補修補強方針の概念図を表-6.21に示す。 

 

表-6.21 維持管理区分と補修補強方針 

 

 

(2)補修補強の優先順位付け 

橋梁マネジメントシステムでは、以下に示す手順に基づき補修補強の優先順位付けを各橋梁の部材

単位（径間毎）で行っている。 

 

図-6.1 補修補強の優先順位付け手順 
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表-6.22 部材の点検健全度と維持管理区分から決まる優先順位（手順 3，4） 
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7.WebBMSによるシミュレーション 

7.1.将来シミュレーション 

最適な長寿命化修繕計画を検討するために、橋梁マネジメントシステムを使用して将来シミュレー

ションを行う。 

 

(1)補修シナリオ 

将来シミュレーションを行う補修シナリオを表 7.1に示す。 

 

表 7.1 補修シナリオ 

 

 

(2)試算条件の設定 

将来シミュレーションを行うために設定した試算条件を表 7.2に示す。 

 

表 7.2 補修シナリオ 
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(3)試算結果 

来年度（2021年度）から 60年間の保全・更新費用を算出した結果、「予防保全方」のシナリオで

の維持管理費用累計約 47億円に対して「大規模補修・更新」のシナリオでの維持管理費用累計は約

175億円となり、約 128億円のコスト縮減効果が期待できる。175億円から 47億円は、1/3.7 であ

る。（図 7.1参照） 

本検討結果より、稚内市の本検討対象になっている橋梁については予防保全型の維持管理を実施し

て、長寿命化と保全費用の縮減を図るものとする。 

 

 

図 7.1 稚内市の保全・更新費用の推移シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 


